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（東京外国語大学附属図書館・職員）
はじめに
　21世紀COEプロジェクト史資料ハブ地域文化研究拠点プログラム（以降、C-DATS）は、本学の
研究・教育の充実に重要な役割を担っており、大学院の基幹プロジェクトとしての成果の創出に
大きな期待が寄せられている。しかし、同時に、運用面における学内他部局（附属図書館、情報処理
センター教官）との協働関係のあり方に大学外から非常な関心が持たれていることは、C-DATSが
当初想定していなかった反応であろう。
　この協働関係は、C-DATSの目的の一つである史資料の収集・保存・共有の実現のための試
行錯誤から生じ、現在は、収集史資料の管理業務支援と電子図書館プロジェクトの実践という
活動に結実している。特に電子図書館プロジェクトでは、Digital Library Network System for 
C-DATS（以降、Dilins）という多言語目録検索を中心とするWebサイトを開発し、平成15年12月
18日より、インターネット上で正式公開を行っている。
　以上のことを踏まえ、本稿では、
1.　協働関係の形成過程をまとめ、問題点や今後の課題について考察する
2.　Dilinsの機能や操作方法を紹介し、広く活用を広報する
　ことをとおして、これまでの活動および成果の総括を行う。2つの項目は、いずれも独立した
内容として記述しているため、興味のある項目のみを読んで頂いても構わない。
　なお、記述にあたっては、平成15年12月18日のC-DATS国際シンポジウムで行ったDilins
の正式公開報告における配布資料を援用している。
　同資料を含め、関連のWebコンテンツがインターネット上で閲覧可能であるので、適宜、参
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照いただきたい。
・C-DATS国際シンポジウム配布資料（"Digital Library Network System for C-DATS"）
　URL：http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/about_dilins/Dilins_open_20031218.html
　　＊  C-DATS国際シンポジウム「21世紀アーカイヴを創る」における「デジタルライ
ブラリー（Dilins）正式公開」資料（2003年12月18日 13:00-13:15）
・C-DATSホームページ内の電子図書館プロジェクトWebコンテンツ
　URL：http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/dl/library.html
※Dilinsへのアクセスは、次のURLから可能　→　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/
　この報告が、電子図書館プロジェクトおよびDilinsへの理解と利用促進の一助となり、特に1
に関する報告が、今後の協働関係の進展に寄与し、また、学外から寄せられる関心への何らかの
回答もしくは参考事例になれば幸甚である。
1.電子図書館プロジェクトを中心とする協働体制の構築
1-1.現体制と活動履歴
　現状理解のために、以下の協働体制の概念図と活動内容を確認いただきたい。
［概念図］
（注）Digitai Library Project＝電子図書館プロジェクト
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［活動記録］ ＊相関関係を明確にするため、対比形にまとめた
年月 C-DATS総括班 /電子図書館プロジェクト 附属図書館支援活動 情報処理センター教官支援活動
2002 ・C-DATS申請
・C-DATS措置、附属図書館・情報処理
センター教官へ支援要請
・総括班へ、研究協力者として図書館員、
情報処理センター教官が参加。同時に、
電子図書館プロジェクト始動。仕様策定
より活動開始
・C-DATS申請書の説明と支援
要請を受ける
・館内協議の上、支援了承、総
括班参加者決定
・支援の具体項目検討
・電子図書館プロジェクト担当
者決定、参加
・C-DATS申請書の説明と支援
要請を受ける
・支援了承、総括班参加
・ネットワーク、HP構築支援
開始
・電子図書館プロジェクト参加
2003.
1～ 3
・C-DATSのHP始動
・「史資料ハブ地域文化拠点」　と附属図
書館との間で、支援項目を文書化・合意
・電子図書館システム調達･開発
・受入業務より、資料収集業務
への支援開始以降、暫時、整理・
閲覧・相互利用業務についても、
対応開始
・引き続き、電子図書館プロ
ジェクトへ参加
2003.
4～ 12
・関連会議への図書館員の出席 (於、スリ
ランカ、国立国会図書館 )
・国際シンポジウムにて電子図書館シス
テム”Dilins”正式公開
・新年度人事異動に伴う総括班
参加者の変更
・国立大学図書館協議会総会で
の研究発表、等
・引き続き、電子図書館プロ
ジェクトへ参加
1-2.協働体制構築の経緯
　1-1の活動記録より明らかであるが、協働体制の構築は、C-DATS措置後に拠点よりの協力
要請を受けて始動したもので、C-DATS申請時に必ずしも明確な形が定まっていたわけではな
い。従って、C-DATSの拠点リーダー（以下、拠点リーダー）から正式な支援要請を受けた時に最初
に浮かんだ考えを正直に言えば、（少なくとも附属図書館では）要請を受ける側として、果たして、ルー
ティンワークに加えC-DATSの要望をこなし得る余力があるのか？　との自問であった。しかし、
多少の懸念はあるにしても、C-DATSの目的実現のため可能な限り支援を行うべきである。との
意見が附属図書館職員の大勢であったため、スムーズに実務レベルの検討に移ることができた
（この点は、情報処理センター教官においても同様である）。
　なお、協働体制の構築にあたっては、拠点リーダーから附属図書館および情報処理セ
ンター教官に対し、C-DATS全体を統括する「C-DATS総括班」（以下、総括班）への研究協
力者としての参加要請があり、実務メンバーとして意見交換・情報収集の場が担保され
ることとなった。意思決定の場への参加は、活動を行っていく上で不可欠な要素である
が、（国立大学においては）特に、事務官である図書館職員が、このような立場で研究プロジェ
クトに参加することは例外的なことである。画期的ともいえるこの判断が、C-DATS側
から主体的に選択され、また、プロジェクトの全構成員から受け入れられていること
が、C-DATSとの協働関係を有機的にしている最も大きな要因であろうと考える。　 
　電子図書館プロジェクトそのものの説明とは若干反れるが、関連事項として、全学レベルでの
支援体制についても述べておきたい。本学では、全学組織として「21世紀COEプログラム運営
室会議」が設けられ、もう一つのCOEプログラム（「言語運用を基盤とする言語情報学拠点」）も含め、円
滑な遂行のための全学的な支援体制の構築を統括している（次頁図参照）。この会議は、学長、副学
長、学部長、研究科長、附属図書館長、アジア・アフリカ言語文化研究所所長、両拠点リーダー、
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事務局長等から構成され、関係機関は、ここにおいて、支援機関として全学レベルで認知される。
　附属図書館にとっては、館長が全学の立場からメンバーに加わることで、全学的な視点からも
意見反映・情報収集が可能となっている。従って、総括班参加メンバーを中心とする実務レベル
の支援を含め、文字どおり全館をあげての支援・協働体制が実現されていると言える。
1-3.附属図書館との協働関係の構築
　C-DATSからの具体的な要請は、収集した史資料の管理とC-DATS独自の電子図書館システ
ム構築（＝電子図書館プロジェクト）への協力であった。史資料については、図書館へ配置し広く利用
に供したいとの意向から、受入から整理・閲覧・相互利用にわたる図書館業務全般に関わりが生
じ、また、電子図書館システムについては、附属図書館システムにおける多言語処理を中心と
する企画・運用ノウハウの提供を期待された。従って、附属図書館としては、係単位を主体とす
る全館を上げてのバックアップ体制の構築と同時に、全体統括を行う機能が必要と考え、専門員
（総括）と実務担当職員（史資料管理系、電子図書館プロジェクト系）より2名、合計3名を総括班メンバー
とし、C-DATSとの連絡調整および附属図書館側の各種支援業務のマネージメントを行うことと
した。
　こうして大枠が整理された後、総括班参加メンバーを中心に支援内容の具体事項を検討し、
「21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化拠点」における附属図書館の業務支援について」
として文書化し、総括班および図書館委員会の承認のもと、拠点リーダーと附属図書館長名にて
合意・署名を行った。この合意書は、支援に関する意思決定・運用方法・予算措置を含む実務内
容および実務担当者を明確化したもので、支援の内容に変化が生じる場合は、双方の協議に基づ
き対応を決定することを明記している。
　以降、支援内容について大きな変化はないが、人事異動等による担当者の変更が生じてい
［全学レベルでの支援体制概念図］
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る。しかし、合意書により組織内での業務の継続性とC-DATSとの協議の土台が確保できており、
目立った混乱はない。従って、附属図書館のように部局として複数年にわたり協働関係を構築す
る場合には、合意書のような形で具体事項を明確化しておくことが不可欠であると考える。
1-4.情報処理センター教官との協働関係の構築
　情報処理センター教官との関係構築については、組織への申し入れと組織内での人選。という
プロセスではなく、拠点リーダーが教官2名へ直接依頼して内諾をとり、その後、情報処理セン
ター長の承認を得る。という流れで形成された。
　具体的な要請は、C-DATS事務局のネットワーク環境の整備、ホームページ開設のための技術
支援および、電子図書館プロジェクトへの参画であった。ネットワークおよびホームページに関
してはおおよその対応を終了し、現在は、電子図書館プロジェクトの遂行に注力している。
　情報処理センター教官との協働関係においては、附属図書館のような協定文書は作成されてい
ないが、支援要請の経緯と支援依頼対象が教官であることからか、特にその必然性も提起されて
いない。
　しかし、プロジェクトに対する貢献が大きいことは学内に広く認知されており、1-2で触れた
「21世紀COEプログラム運営室会議」において、大学としても、研究協力者としての正式な立
場を何らかの形で明確にするべきではないか？　との意見が出ているとのことである。同じくプ
ロジェクトに携わるものとしては、早期の実現を期待したい。
1-5.電子図書館プロジェクトの始動とDilinsの構築
　電子図書館プロジェクトは、前項までに記述した各種支援業務の中でも、特に、総括班直轄の
プロジェクトとしてスタートした。C-DATS側の責任者として、拠点リーダーおよび副リーダー
に加わっていただき、企画・運用の実務担当としては、情報処理センター教官2名、附属図書館
専門員、情報サービス係を主体とするシステム担当者2名をメンバーとして活動を開始した。
　電子図書館プロジェクトは、C-DATSの目的実現のために拠点措置後に設置されたものであ
ることから明確なコンセプトが存在しなかったため、その活動は、関係者へのヒアリングを
とおして具体的に方針・機能・実現方法について企画を行うことから始まらざるを得なかった。
C-DATSの成立や事業展開の展望などに直接関与していなかった立場からの企画作業は、システ
ム設計の上では不安と困難を伴う作業であったが、調査と検討を繰り返し、結果、以下の方針と
機能を提供することとして開発に着手、システム名称“Dilins”として平成15年12月18日に正
式公開した（Dilinsの詳細および利用方法については第2項で述べる）。
＜電子図書館プロジェクトの方針＞　＊「→○」の○は対応する次項のシステムを表す
　21世紀COE史資料ハブ地域文化研究拠点電子図書館プロジェクトでは、附属図書館と
連携して、史資料ハブ機能のインターネット上での実現を推進する。
　具体的には以下の機能を提供する。
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a. 史資料の目録・所在情報の整備とインターネット上での提供機能　→ア
b. 史資料コンテンツの電子化による蓄積、保存、共有と多言語検索機能　→ア
c. 史資料ポータル機能　　→ア、イ、ウ
＜Dilinsにおいて実装された機能＞
以下の3つのシステムを構築し、それぞれにおいて（　）内の機能を提供する
ア．多言語史資料検索（史資料やWebコンテンツの多言語検索、史資料画像情報等閲覧）
　　＊ 「多言語」とは、非ローマン・アルファベット表記言語も含め、表記されている文
字（タイ語はタイ文字など）で目録登録し、表示・検索できることを意味する
イ． 電子図書館サイト横断検索（C-DATSと類似の蔵書を持つ図書館等のオンライン目録
（以下、OPAC）の横断検索）
ウ．史資料ハブ機能（統計情報、研究成果報告など）
　なお、活動の一環として、国内の電子図書館システム調査のための出張や、国立国会図書館開
催の国際シンポジウム、南アジア関係図書館の国際会議（Center for South Asia Libraries / Council of South 
Asia Library Centres:2003 Meeting［於スリランカ］）への出席など、内外の情報収集のためにC-DATSより
配慮をいただいたことを付記しておく。
　本稿執筆時点（平成16年1月）では、当初計画のとおりに完成していない箇所もあるが、順次、
整備を行っていく予定である。特に、登録する言語の種類を増やしていくこと、登録データ数の
充実に努めていくこと、ポータル機能を充実させることが急務である。
1-6.協働関係のへの反応
　当事者自身が驚いていることをまず申し上げておきたいが、このプロジェクトにおける協働関
係は、他機関等、特に図書館界から強い関心を持たれ、以下の報告書等で言及されている。
・文部科学省研究振興局情報課「学術情報発信に向けた大学図書館機能の改善について」
（平成15年3月発行）
　－ 同報告書の「国立大学附属図書館における特徴的な取組」事例の一つとして、1-2項
後半に記述した全学的な支援体制と附属図書館の具体的な役割が取り上げられた。
・国立大学図書館協議会第50回記念総会「研究集会プログラム－大学図書館機能の新た
な展開」での発表（平成15年6月25日開催）
　－ 附属図書館員が「オリジナルスクリプトによる目録情報提供への取組み－多言語
OPACの構築と全学プロジェクトへの支援－」との題目で、附属図書館OPACの多
言語対応の経緯と現状、そしてC-DATSとの協働関係について報告を行った。
　この他にも、1-5で記載した出張先や、Dilins公開発表時に出席いただいた研究者・図書館関
係者などから、常に肯定的な感想、賛意、進展への期待を寄せられている。現時点では、客観
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的数値としては提示できないが、このような協働体制が、（仮に他機関でも望まれているとしても）現実
には稀であるにも関わらず、C-DATSにおいては評価され得る形として実現されていると判断
しても良いのではないだろうか？　従って、このことがC-DATSの成果の一つとして認知され、
C-DATSの評価に貢献できるよう、今後も継続に努力していく必要がある。
1-7.電子図書館プロジェクトの課題
　前項までで電子図書館プロジェクトを中心とする協働体制の構築の経緯とその成果について述
べてきた。プロジェクト担当者としては、滑り出しの試行錯誤はあったものの、おおむね順調に
進んできたと捉えているが、一方で、本質的な懸案が未解消であるとも認識している。
　1-5においても軽く触れたが、懸案とは、電子図書館プロジェクトの「ビジョン」「ミッショ
ン」「プライオリティー」が、特に他のC-DATS事業との関連性において必ずしも明確化されて
いないことである。電子図書館プロジェクトは、機能的にC-DATS成果の保存と外部発信のか
なりの部分を担い得るが、具体的な活動内容と将来的な展開に基づく要望、実装の優先順位が明
確でないと、適切なシステム拡張・運営は難しい。発足当時の企画検討の中で実装すべき機能と
拡張性には充分留意し確保したつもりであるが過不足の懸念が全くないわけではない。
　もしC-DATSがこの点について、予め技術的に何が可能であるかを把握できていたら？　つ
まり、企画段階において、C-DATSが必要とする情報、あるいは必要と推測される情報を、情報
処理センター教官および附属図書館が専門知識を生かして提供することができていたとしたら、
電子図書館的機能のあり方について、より具体的かつ機能的なビジョンを共有することができた
のではないだろうか？　これはあくまでも後付けの考えで、効果については希望的観測が過ぎる
との批判があるかもしれないが、この可能性を試す機会がなかったことを残念に思っている。
　いずれにしろ、Dilinsという枠組みができあがった現在、Dilinsを核とした情報の保存・発信
のあり方を整理し、効率的・効果的に実行していく必要がある。具体的には、（史資料だけでなく）
研究過程で取得・生成される資料・成果物等についても、発信もしくは保存されるべき情報の種
類と範囲、記録方法を検討し、実務を進めることが必要と思われるが、C-DATSとしての方針と
情報の発生源である各研究班の意思なくして実現できるものではない。Dilinsをより有意なデー
タベースとして発展させるためにも、研究情報のアーカイブ化をC-DATS全体の事業として促
進することが望まれる。
1-8.研究プログラムと図書館員の可能性
　1項の最後として、総括班に参加する附属図書館員として本プロジェクトに関わってきた経験
から感じたことを述べたい。個人的な見解ではあるが、このような立場からの発言は例が少ない
ことから、多少の参考になるのではないかと思い記述する次第である。
　当初、総括班への参加は心理的に敷居の高いものであった。図書館員（＝事務官）として、研究
プログラムの統括組織に参加し、進行を把握し、意見を述べ、さらにその活動の一翼を担うとい
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うことは、それまでの職業経験からは想定外の事態であった。事務官という立場は手続き的な面
で煩雑さを生むこともあったが、実質的な活動の場においては、教官方のご理解あってのことで
はあるが、全く障害にならず、国際会議への出席や国際シンポジウムでの報告など、通常の業務
の中ではまず経験できない企画等にも数多く参加させていただいている。
　しかし、支援業務が進み守備範囲が広がるにつれ疑問も沸いてくる。何故、研究プログラムに
図書館員が必要とされるのか？　必要であるなら現状の様態が果たしてベストといえるのか？　
また、敷衍化できるケースなのか？　無論、プログラムの性格によって需要も判断基準も様々で
あろうが、敢えて強引に共通性が高いと思われる背景と今後の可能性を考えてみたい。
　研究プログラムの一つの要素として、情報の収集と分析、新たな情報の創造と蓄積・発信は不
可欠である。しかし、IT技術の爆発的な進展により、情報収集・発信の技法は、インフラ整備
と情報組織化の両面において専門的知識を要する度合いを高めており、今後も増大すると推測さ
れる。しかし、（特に人文科学系においては）その点を研究者のみで解決するのは困難を伴う場合が多
いのではないか？　その際、必要な情報を必要な時に提供し生成できる情報専門家を利用すれば、
効率的・安定的に解決が可能になるのではないか？　そして、まさにこの点において、今後、図
書館員が研究活動に貢献し得る可能性があるのではないだろうか？　と。無論、図書館員の側が
適切な技量を持たなければ成立するものではないが、このような可能性を図書館員自身が自覚し、
専門性を高めるべく努力し、研究者の理解を求めていくことは重要であろう。
まずは、きっかけとなったC-DATSとの協働関係の中で、附属図書館がどのような成果を出し
たと判断されるのか、その評価を測り、一つの解として提示してみたいと考えている。
以上をもって、第1項「協働体制の構築」を終了する。
2.Dilins（Digital Library Network System for C-DATS）の紹介
　本項では、C-DATSの電子図書館プロジェ
クトにて開発されたDilinsについて、概要・
主な機能・使い方を解説する。ご活用いた
だき、また、ご意見・ご感想をお寄せいた
だきたい。
2-1.Dilinsの概要
　Dilinsは、C-DATSの以下の目的を実現す
るために構築され、右の3つのシステムから
構成されている。
・アジア太平洋地域における中核的
Dilinsトップページ（日本語版、英語版の順）
･ http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/dindex.html
･ http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/dindex_e.html
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な史資料ハブセンターの構築
　－非収奪型の収集
　－保存・共有
　－デジタル化
　－多言語データベース化
・関連諸機関とのネットワーク形成
　それぞれのシステムは、以下の機能を実装している。
a．多言語史資料検索
　・多言語目録登録・表示・検索（UNICODE対応）
　・目次・索引の登録・表示・検索
　・史資料一次情報の提供（現在は画像情報のみ）
　・Webリソースのメタデータ登録・検索・リンク形成
b．電子図書館サイト横断検索
　・多言語目録表示・検索（UNICODE対応）
　・国内関連機関OPACのＨＴＴＰ横断検索
　・海外関連機関Z39.50ゲートウェイ
c．史資料ハブ機能
　・統計，リンク集
　・C-DATSの研究成果，各種報告等の発信
　このシステムの最も特徴的な点は、多言語（UNICODE）対応にしていることである。
　UNICODEとは、非ローマン･アルファベット表記を含む世界の様々な文字を一括して表示で
きる文字コードである。従って、UNICODEに対応しているということは、デーヴァナーガリー
文字やタイ文字などを、その本来の表記（以下、原綴り）で入力し、検索し、表示することができ
るということを意味する。アジア･アフリカ諸言語の史資料を収集するC-DATSの検索システム
としては、必須の機能である。
2-2. 多言語史資料検索：http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/da.html
　多言語史資料検索では、C-DATSが収集した資料、成果報告、関連Webリソースの目録情報
（一部、目次・索引情報）を原綴りで検索することができる。また、資料によっては、表紙・標題紙・
目次画像や全文画像を閲覧することもできる。詳しくは事例をご覧いただきたい。
　また、多言語の表示の仕方を含め「利用の手引き」を用意しているので参照いただきたい。
　　「Dilins利用の手引き」のURL：http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/help/
C-DATSで収集・生成した
資料や情報の検索と、一部、
本文表示が可能
C-DATSと類似の蔵書を持
つ国内外の図書館OPACを
横断的に検索
統 計 情 報 や リ ン ク 集、
C-DATS紀要類の閲覧
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2-2-1. 多言語史資料検索－原綴りによる検索と表示
2-2-2. 多言語史資料検索－本文画像の閲覧
UNICODEに対応しているの
で、マラーティー語などの
「原綴り」で検索し、表示す
ることがでる。
キーワードによる「簡易検
索」の他に、書名・著者名
や言語名などから検索でき
る「詳細検索」、図書や雑誌、
Webサイトなどのカテゴリ
を指定して検索できる「カテ
ゴリ検索」がある。
検索結果の詳細表示の「タイ
トル」欄にリンクが張られて
いる場合は、クリックすると、
資料の画像情報を閲覧できる。
資料により、表紙・標題紙・
目次、もしくは本文の全頁が
閲覧できる。
画像閲覧には「DjVu」とい
うプラグインソフトが必要な
ので、利用の手引きを参考に
インストールしていただきた
い。
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2-2-3. 多言語史資料検索－目次・索引からの検索と本文画像の閲覧
2-2-4. 多言語史資料検索－Webリソースの検索と表示
検索結果の詳細表示に「目
次（索引）へ」と表示される
場合は、クリックすると、資
料の目次あるいは索引情報が
表示される。さらに「タイト
ル」欄をクリックすると、選
択した項目に相当する本文画
像を閲覧できる。
なお、画像 の閲覧には、
2-2-2.と同じく、「DjVu」の
インストールが必要。
＊検索メニュー画面のカテゴリ検索の
下に「全文画像登録資料一覧」がリン
クされているので、こちらを利用すると、
本文を閲覧できる資料をまとめて確認
できる。
Webリソースも登録する
ことができ、史資料と同じ
ように表示・検索ができる。
「IDENT」欄にURLが表示
されるので、クリックすると、
該当のWebページが別ペー
ジとして表示される。
現時点では、登録件数はごく
わずかである。（今後の登録
方針・運用方法は検討中。）
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2-2-5. 多言語史資料検索－史資料の利用について（附属図書館での利用、図書館間相互利用）
　書誌詳細画面「所蔵情報」欄に「図書 ID」が表示される場合は、現物は東京外国語大学附属
図書館に配置されているので、「所在・貸出情報参照」ボタンを押して附属図書館OPACの該当
資料の書誌情報を表示し、所在先・貸出状況を確認の上、附属図書館でご利用いただきたい。
Dilinsで表示される「所在・
貸出情報参照」ボタンをク
リックする
Dilinsが自動的に、附属図
書 館 OPAC（http://www-lib.
tufs.ac.jp/opac/）を検索し、
該当する資料の検索結果を別
ページに表示するので、タイ
トルをクリックして詳細情報
を表示し、所蔵情報を確認す
る。
所在、請求記号、貸出情報な
どを確認し、利用する。「禁
帯出」資料以外は、附属図書
館の貸出対象者であれば、貸
出および予約が可能。
貸出情報の見方は、附属図
書館OPAC利用の手引きの
1-3項を参照のこと。（http://
www-lib.tufs.ac.jp/opac/help.
htm）学外の方が来館利用す
る場合、館内閲覧・著作権の
範囲内の複写が可能。
＊学外の方への直接貸出
は行っていないが、所属
機関の図書館をとおして
附属図書館へ相互貸借を
申し込み、現物を取り寄
せることは可能。希望す
る方は所属の図書館へ相
談いただきたい。
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2-3.電子図書館サイト横断検索：　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/crossmain.html
　史資料ポータル機能の一環として、C-DATSと類似の蔵書を持つ図書館のOPACを横断的に
検索できる。通信方法の関係で以下の2つの検索画面に分かれるが、機能は同じである。
2-3-1.電子図書館サイト横断検索－HTTP横断検索
2-3-2.電子図書館サイト横断検索－Z39.50横断検索
検索できるOPACは以下の
とおり。
･東京外国語大学附属図書館
･東京大学附属図書館
･京都大学附属図書館
･大阪外国語大学附属図書館
･アジア経済研究所図書館
希望の検索先をチェックして、
キーワードを入力し、「検索」
ボタンを押すと、選択した機
関毎に結果が表示される。
詳しくは「利用の手引き」を
参照いただきたい。
検索できるOPACは以下の
とおり。
 ・Dilins（本システム）
 ・アメリカ議会図書館（LC） 
・COPAC（SOAS）
　＊  British Libraryを含むイ
ギリスの図書館OPAC
ネットワーク
希望の検索先をチェックして、
キーワードを入力して「検
索」ボタンを押すと、選択し
た機関毎に結果が表示される。
詳しくは「利用の手引き」を
参照いただきたい。
＊ 横断検索システムは、「検索」に特化したものであるので、資料の利用については、それぞれの機関に照会いた
だきたい。東京外国語大学の構成員（学生・教官等）については、附属図書館をとおして文献複写・相互貸借
ができる場合があるので希望の方は相談いただきたい。
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2-4.史資料ハブ機能：　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/hubfunc.html
2-5.原綴り登録の現状：　http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/hubfunc/statistics/langage.html
　Dilinsでは、原綴りでの登録を原則にしているが、技術的な問題で、あらゆる言語が原綴りで
登録できているわけではない。正式公開時点（2003年12月18日）での登録言語と登録点数、登
録文字種、および登録原則については、以下を参照いただきたい。
「検索」以外の情報・機能を
提供する。
各種統計情報、リンク集など
のほか、C-DATSの紀要など
の成果報告類を閲覧すること
ができる。
（成果報告類は「多言語目録
検索」からも検索・閲覧する
ことができる。）
なお、書誌情報にリンクさ
れた画像の閲覧には、2-2-2.
と同じく、「DjVu」のインス
トールが必要。
－原綴文字の登録原則―
・ローマ字表記言語
　－原綴り
・日本語
　－原綴り、カナ読み
・ 非ローマン・アルファベット言語
　a） UNICODE対応フォント、入力ツー
ルが存在する言語
　　  －原綴り、*LC翻字
　b）未対応の言語
　　  －*LC翻字のみ
（*）「LC翻字」とは、アメリカ議会図
書 館 の 翻 字 表“ALA-LC Romanization 
Tables”に従ったローマ字表記のことを
いう。
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2-6.今後の課題
　Dilinsはまだ完成されたシステムではない。主として、システム整備とデータ数および種類の
面で以下の課題を抱えている。
・画像以外の一次情報（音声等）も登録し、インターネット上で提供すること
・書誌や目次・索引情報だけでなく、本文そのものも検索対象とする機能を実装すること
・C-DATS研究成果等の登録と公開を現在以上に促進していくこと
・史資料の登録数を増やすとともに、Webリソース登録によるポータル機能の充実を検
討すること
・原綴り登録を行う言語を増やしていくこと
　　－  UNICODE対応フォントおよび入力ツールが未整備な言語への対応は、技術面で
も資金的にもハードルが高いが、情報収集を積極的に行い、開発の可能性も考慮
する
・引き続き、安定的、効率的に運用を継続するための環境整備をはかること
　懸案によっては簡単に解決のつかないものもあるが、早急に実現していくとともに、C-DATS
の研究の進展に伴って新たな機能が必要となる場合には、適切に対応していきたい。
　なお、特に、言語の入力・表示に関する懸案については専門情報が必須である。関連の研究に
携わる方で有用な情報をお持ちの場合は、是非ともご一報いただき、可能であれば、Dilinsでテ
ストさせていただきたいと思っている。
終わりに
　蛇足ながら、本稿を書きながら感じていたこと述べて終わりとしたい。
　東京外国語大学は、ご存じのとおり、世界の様々な言語と地域について教育し研究する大学で
ある。情報処理センターの教官、附属図書館のいずれもが、「多言語」という大学の特性を踏ま
えて各自の事業の発展（情報処理センター「26言語情報リテラシー授業」、附属図書館「多言語OPAC」など）に努
力していた時に、C-DATSという外語大ならではのプログラムが措置され、協働が始まった。そ
して、C-DATSにおいても「多言語」は重要なキーワードである。
　目に見え、形の整った「協働関係」は、C-DATSが起点となり始まったものであるが、それぞ
れの部局が活動の本分として同じキーワードを意識していたからこそ始めることができた。と考
えることもできるだろう。本学の特性を鑑みれば当然の帰結とも言えるが、逆に言えば、部局は
異なっても同じビジョンを共有することの重要性を、あらためて確認した思いがする。
　最後に、本稿執筆にあたりご協力をいただいた方々に、この場を借りてお礼申し上げる。
